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お
慶
び

～
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
～

令
和
６
年
度
の
援
護
事
業
の
功
労

者
と
し
て
、
岡
山
県
遺
族
連
盟
か
ら
、

次
の
２
名
の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
藤
原

信
子

氏

（
倉
敷
市
倉
敷
遺
族
連
合
会
副
会
長
）

■
横
田

秀
夫

氏

（
総
社
市
遺
族
連
合
会
副
会
長
）

受
賞
さ
れ
た
お
二
人
は
、
多
年
に

わ
た
っ
て
、
県
連
盟
や
遺
族
連
合
会

の
役
員
と
し
て
、
組
織
の
充
実
・
発

展
を
図
る
と
と
も
に
、
遺
族
の
福
祉

向
上
に
貢
献
さ
れ
、
援
護
事
業
の
功

績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
と
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す

老
人
福
祉
事
業
・
百
歳
長
寿

の
祝
い

本
年
は
県
下
２
遺
族
連
合
会
２
名

の
ご
遺
族
が
め
で
た
く
百
歳
（
本
年

は
大
正

年
生
ま
れ
）
の
長
寿
を
達
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成
さ
れ
、
岡
山
県
遺
族
連
盟
か
ら
お

よ
ろ
こ
び
状
と
記
念
品
を
贈
り
慶
祝

の
意
を
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
戦
没

者
の
一
人
暮
ら
し
妻
の
皆
様
（
６

名
）
に
は
、
慰
問
文
と
記
念
品
を
お

贈
り
し
、
お
慰
め
し
ま
し
た
。

本
年
め
で
た
く
百
歳
の
長
寿
を
達

成
さ
れ
た
ご
遺
族
の
皆
様
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
木
庭

夏
子
（
妻
）

氏

（
岡
山
市
東
区
瀬
戸
町
竹
原
）

■
長
田

一
恵
（
姉
）

氏

（
倉
敷
市
木
見
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
ご
案
内

日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺
児

に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け
て
、

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
洋
上
慰
霊
と
フ

ィ
リ
ピ
ン
地
域
の
み
を
実
施
す
る
予

定
で
す
が
、
洋
上
慰
霊
は
既
に
募
集

が
終
了
し
て
お
り
、
申
込
み
で
き
る

の
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
地
域
だ
け
で
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
令
和
７
年

度
を
も
っ
て
終
了
予
定
で
、
最
後
の

実
施
と
な
り
ま
す
。

■
参
加
資
格
：
戦
没
者
の
遺
児

た
だ
し
、
下
段
の
実
施
予
定
地
域

以
外
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
実
施
予
定
地
域
・
時
期
等■

参
加
費

：

万
円
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■
付
添
者

：
戦
没
者

の
孫
、
ひ

孫
、
甥
、

姪
が
遺
児

に
同
行
す

る
場
合
は
、

旧
戦
域
で

の
旅
行
費

（
実
費
）

に
対
す
る

分
の
１
補
助
が
国
よ
り
受
け
ら
れ

3ま
す
。

■
日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ

い
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（
T
E
L

:
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）
ま
で
。
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令
和
７
年
度
政
府
主
催
慰
霊

巡
拝
の
ご
案
内

令
和
７
年
度
の
厚
生
労
働
省
主
催

の
遺
族
代
表
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。

■
実
施
予
定
地
域
・
時
期
等

■
参
加
資
格

岡
山
県
に
お
住
ま
い
で
、
慰
霊
巡

拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の

配
偶
者
（
再
婚
し
た
者
を
除
く
。）、

父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加
遺
族

（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
で
あ

る
こ
と
。
但
し
慰
霊
巡
拝
に
参
加
し

た
こ
と
の
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

■
参
加
費

参
加
費
用
（
実
費
）
の
目
安
は
、

海
外
地
域
の
場
合
は
お
お
よ
そ
25

万
円
～

万
円
、
硫
黄
島
の
場
合

47

は
お
お
よ
そ
２
万
円
で
す
。

■
問
合
先
・
申
込
先

日
程
や
参
加
費
用
な
ど
詳
細
は
、

岡
山
県
庁
子
ど
も
福
祉
課
援
護
班

（

:
-

-

T
E
L

0
8
6

2
2
6

7
3

)

に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

2
0

「
岡
山
陸
軍
墓
地
」
彼
岸
を
前

に
清
掃
活
動

岡
山
市
北
区
津
高
に
あ
る
岡
山
陸

軍
墓
地
で
、
３
月
８
日(

土)

に
陸
上

自
衛
隊
三
軒
屋
駐
屯
地
の
皆
さ
ん
ら

人
が
参
加
し
て
、
清
掃
活
動
を
実

31施
し
ま
し
た
。

陸
軍
墓
地
は
、
明
治

年
（
１
９

40

０
７
年
）
開
設
の
第
十
七
師
団
が
、

岡
山
陸
軍
墓
地
と
し
て
設
置
し
た
も

の
で
、
約
１
万
６
千
平
方
メ
ー
ト
ル

の
敷
地
に
日
中
戦
争
初
期
の
戦
没
者

（
満
州
事
変
１
０
７
柱
、
シ
ナ
事
変

４
１
０
柱
）
の
墓
碑
５
１
７
基
が
鎮

座
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
墓
地
内
の
草
刈
り
や

落
ち
葉
の
撤
去
、
雑
木
の
処
理
な
ど
、

３
月

日
の
春
季
彼
岸
祭
を
前
に
清

19

掃
奉
仕
活
動
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
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特
弔
継
続
・
増
額
決
定

～
第
十
二
回
特
別
弔
慰
金

支
給
の
ご
案
内
～

遺
族
一
丸
と
な
っ
た
活
動
の
結

果
、
悲
願
の
特
別
弔
慰
金
の
継
続
・

増
額
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
支
給
金

額
は
５
千
円
増
額
さ
れ
、
年
５
万
５

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
の
死
亡

当
時
の
ご
遺
族
で
、
令
和
７
年
４
月

１
日
時
点
で
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
支
給
さ
れ

ま
す
。

戦
没
者
の
子
や
兄
弟
姉
妹
等
の
う

ち
、
支
給
順
位
の
最
も
高
い
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
方
が
複
数

お
ら
れ
る
場
合
は
、
代
表
の
方
お
一

人
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
：
額
面

万
５
千
円
の

27

記
名
国
債(

年
償
還)

5

■
請
求
期
限
：
令
和

年

月

日

10

3

31

■
支
給
の
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲

や
請
求
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
詳
し

い
内
容
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の

援
護
担
当
課
又
は
岡
山
県
庁
福
祉
企

画
課
援
護
班(
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へ
お
問
い
合
わ
せ
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下
さ
い
。

「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼

式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
の
実
施

県
連
盟
で
は
、
岡
山
県
の
補
助

事
業
と
し
て
沖
縄
地
域
戦
跡
慰
霊
巡

拝
を

名
の
参
加
を
得
て
、

月

58

11

６
日
（
水
）
か
ら
８
日(

金)

の

泊
2

３
日
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
目
の

月
７
日(

木)

に
は
、

11

午
前

時
か
ら
糸
満
市
摩
文
仁
の
丘

11

に
建
立
さ
れ
た
「
岡
山
の
塔
」
で
、

来
賓
と
し
て
木
村
俊
之
岡
山
県
知
事

代
理
、
久
徳
大
輔
岡
山
県
議
会
議
長

を
は
じ
め
、
沖
縄
県
か
ら
は
県
知
事

や
県
議
会
議
長
、
糸
満
市
長
の
そ
れ

ぞ
れ
の
代
理
、
宮
城
博
沖
縄
県
遺
族

連
合
会
副
会
長
ら
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
沖
縄
並
び
に
南
方
諸
地
域
岡

山
県
出
身
戦
没
者
追
悼
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。

式
で
は
、
大
月
健
一
県
連
盟
理
事

長
が
式
辞
を
延
べ
、
続
い
て
岡
山
県

知
事
や
県
議
会
議
長
が
追
悼
の
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
参
列
者
全
員
で
献
花

を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

女
性
部
・
青
年
部
研
修
会

～
「
平
和
の
語
り
部
」
実
践
編
～

岡
山
県
遺
族
連
盟
で
は
、
１
月

日(

火)

に
岡
山
市
内
で
、
女
性
部

21員
や
青
年
部
員
な
ど

名
の
参
加
を

48

得
て
、「
令
和
６
年
度
岡
山
県
遺
族

連
盟
女
性
部
・
青
年
部
研
修
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
大
月
理
事
長
の
「
戦

争
の
悲
惨
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
た
我
々
遺
族
の
記
憶
は
、
戦
争

の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の

貴
重
な
教
訓
で
あ
り
、
語
り
継
い

で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
波
多
女
性
部

長
、
江
本
青
年
部
長
の
挨
拶
と
続
き

ま
し
た
。

研
修
で
は
、
日
本
遺
族
会
の
細
貝

洋
子
広
報
室
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

「
実
践
編
・
令
和
７
年
度
平
和
の
語

り
部
事
業
」
と
題
し
て
、
語
り
部
の

実
践
策
に
つ
い
て
、
熱
心
か
つ
具
体

的
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

実
際
に
語
り
部
講
話
を
３
人
の
方
が

行
い
、
会
場
か
ら
は
、
私
も
や
っ
て

み
た
い
と
か
、
ど
う
や
っ
て
学
校
に

ア
プ
ロ
ー

チ
し
た
ら

い
い
の
か

と
い
っ
た

意
見
や
質

問
が
出
る

な
ど
、
今

後
に
繋
が

る
研
修
会

と
な
り
ま

し
た
。

「
平
和
の
語
り
部
」
講
話
実
施

～
岡
山
市
灘
崎
小
学
校
で
～

岡
山
市
灘
崎
遺
族
連
合
会
の
近
藤

嘉
也
会
長
は
、
１
月

日
に
岡
山

24

市
立
灘
崎
小
学
校
３
年
生

人
に

47

「
み
ん
な
で
学
ぼ
う
戦
中
戦
後
の
く

ら
し
」
と
題
し
て
、
父
か
ら
の
便
り

や
自
筆
の
岡
山
空
襲
の
絵
、
戦
後
の

暮
ら
し
や
小
学
校
生
活
な
ど
を
紹
介

し
な
が
ら
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え

て
い
ま
し
た
。

こ
の
語
り
部
活
動
は
、
近
藤
会
長

が
校
長
先

生
に
お
願

い
し
て
、

初
め
て
実

現
し
た
も

の
で
す
。

後
日
、
生

徒
か
ら
感

想
文
も
届

い
た
と
の

こ
と
で
す
。

「
平
和
の
語
り
部
」

～
講
話
者
募
集
中
で
す
～

県
連
盟
で
は
、
平
和
の
語
り
部

の
講
話
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学
校
等
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、

お
近
く
の
講
話
者
を
派
遣
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
申
込
先
：
県
連
盟
（
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